埼玉西部消防組合入札等に関する注意事項
平成２７年１２月１１日作成
令和　元年１０月　１日変更
１　入札保証金について
⑴　埼玉西部消防組合契約規則により見積金額の１００分の５以上とする。
⑵　主な入札保証金は、現金、銀行振出の小切手、国債、地方債の債権、その他
政府の保証のある債権、入札保険が該当する。
⑶　入札保証金は、入札当日に入札執行課に納め、保管証を受け取り、入札会場
へ持参すること。
⑷　入札保証金は、入札終了後、保管証と引換えに入札執行課で返還する。
⑸　落札者の入札保証金は、契約保証金の全部又は一部として充当するため、返
還しないので、入札執行課で保管証と交換し、入札執行課発行の納付書を合わ
せて、組合指定の金融機関に入札当日中に納付すること。
２　委任状について
⑴　代理人をもって入札する場合、必ず委任状を提出すること。
⑵　委任事項は「入札、見積に関する一切の権限を委任する」と明記する。
３　入札の方法について
⑴　入札は入札書により行い、初度の入札で落札しない時は再度入札を行う。
（入札書は、封筒に入れ、封緘して、入札箱に投函する。原則、再度入札
の時も同様とする。）
⑵　再度の入札でも落札しない時は、入札は打ち切りとし、引き続き再度入札に
おいて最低及び次位の価格を入札した者により、見積書による見積合わせを行
い、契約の相手方を決定する。
⑶　落札にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０
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　⑷　契約の相手方が課税事業者である場合は、契約金額のほか当該取引に係る消
費税額及び地方消費税額を明示するので、落札決定後、落札者は次の事項を届
け出ること。
　　ア　単体の場合
　　　　課税事業者であるか、又は免税事業者である旨
　　イ　共同事業体の場合
　　　　各構成員について課税事業者であるか、又は免税事業者である旨
４　契約保証金について
⑴　埼玉西部消防組合契約規則により契約金額の１００分の１０以上とする。
⑵　主な契約保証金は、現金、銀行振出の小切手、国債、地方債の債権、その他
政府の保証のある債権が該当する。
⑶　現金は契約日までに入札執行課に納め、納付書兼領収書を受け取る。
５　その他
⑴　現場説明会時に貸与した仕様書類は、入札当日返還すること。
⑵　入札開始後到着した者、現場説明会に立ち会わない者は入札することができ
ないものとする。
⑶　入札にあたっては、本注意事項のほか、別紙「埼玉西部消防組合入札参加者
心得」を熟読し入札すること。
また、その他すべてについて、埼玉西部消防組合の指示により入札すること。

（注）この注意事項は、令和元年１０月１日以降に公告、指名通知をする競争入札に適用する。
